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男である故坪田理基男氏が、父譲治の老衰 ため本人の証言を得られなくなったあと 、文献と親戚への取材によって得た情報と思い出をまとめた「伊丹 人び 」 （ 『坪田譲治作品の背景』昭和五十九年四月
　
理論社）がある（本稿における坪田理基男氏の引用
















































丹春慶」であり、作品冒頭で良介は、父親が医者であると言い、 「ぼくも大きくなったら、お医者さんになるんだ」といばって話す。家族には他に母親と「春子」という姉がおり、そこに「叔父さん がやって るという設定である。　
これらの人物のモデルについて、まずはまさに「伊丹」という姓






































の実家の経営する会社に勤めていた経験が反映している。実際に譲治はこの島田製織所の代表取締役を務めていた昭和初期において、天満の伊丹 をしばしば訪れていた（ 〈写真１〉参照） 。この作品おいて父親が困ったときに借金を依頼し る「宇甘」と呼ばれ人物は、譲 が実際にこの会社の社長の地位についていた姉の夫伊丹東慶を頼っていた事実から、伊丹東慶がモデルであることは明らかである。　　　　　　
「風の中の子供」 （昭和十一年初出）
　「風の中の子供」は、 「お化けの世界」が文壇において好評を博したあとの新聞連載小説として、昭和十一年九月五日から同年十一月六日まで全三十八回連載された。この新聞という媒体によって、坪田文学は、より世間一般に知られるようになっ 。そ 後 単行本として『風の中の子供』 （昭和十一年十二月
　
竹村書房）が刊行さ
れたのち、 『風の中 子供（昭和名作選集） 』 （昭和十四年 月
　
新




う末の息子」 （一六七頁）と記していることから、東京に妻子を残して岡山に単身赴任をしていた譲治にとって、敬太は 譲治の幼い三男への思いを重ねながら愛情を注いでいた対象であったと考えられる。一方、姉 春 のモデルは、後述する「風の中の子供」に登場する美代子 モデルが伊丹家の娘不二子である いうことが定説となっていることから、この春子のモデルも不二子であ 可能性が考えられよう。さらに 作中で に遊びに来る叔父さんについては、 「町から叔父さんがやって来」たと描写されてい ことから、そのモデルは譲治自身であるといえる。　
さらに環境面から、この「バケツの中の鯨」の舞台が天満の伊丹




間、なかなか作家として芽が出なかったな で 「お化けの世界」は、 山本有三の導きで『改造』 （初出
　
昭和十年三月号）に掲載され、





















は、二つの川に挟まれた地に、譲治がかつて通った「金川中学」がある。その旭川を下れば、川は岡山市内を流れる西川用水を経由して岡山駅付近で能登川（大川とも呼ばれる）に分かれ入り 能登川は譲治の家のある島田（現岡山市北区島田本町）に至 こ も作品中で密かにイメージされていることが推し量られる。　
この引用に続いて、川で流される三平を探すことになる「鵜飼の
おじさん」の登場が「鵜飼 おじさんは 村ばかりなので、往診というのには、馬に乗って出かけていた。丁度、その子供達の でいる時、河の土手を通りかかった」と描かれる。この馬での往診についても、伊丹東慶の実際の往診の姿に重なる。
れ、同年七月の本学附属図書館「坪田譲治コレクション」での展示および本学学生「ツボジョーワールド探検隊」の作成した坪田譲治紹介冊子や活動のなかで公表している（山根知子研究室蔵） 。　
のちにこの時代を振り返って、譲治は、 「 「お化けの世界」と「風








父親として会社勤務 青山一郎が登場する。父青山一郎が私文書偽造の容疑で警察にて取り調べを受けている間、三平は一人で 伯父である「鵜飼のおじさん」に預けられる。その「鵜飼 おじさん」のモデルもまた伊丹東慶である。この伯父は、 八 字髭をはやている」 （ 〈写真２〉参照）という風貌や「山奥 お医者さんをしている」ことなど、伊丹東慶との符合性は明らかである。　
さらに、 「風の中の子供」における「鵜飼 おじさん」の医者と
しての家の構えをはじめ、周辺 環境につ ては、伊丹家 ある天満の風土と一致することが 三平が初めて鵜飼家を訪れる次の描写から確認することができよう。　　
 　
バスに乗って五里。バスから下りて、瀬の音の高い橋を渡っ





















たことで、岡山から原稿を送って童話の発表を再び開始している。その復刊後二作目に寄せ 童話が「鯨」 （ ちに改題 「バケツの中の鯨」 ） あった。すなわち、岡山 代に書かれ 「鯨」は、伊丹家と 交流のなかで生まれ といえる。　
専務取締役になった譲治は、自殺をした兄の苦しみを追体験する









































































仕事面の必要もありながら、私的な釣りも楽しみ、自然のなかで癒される要素を強めていった 思われる。しかも、妻子を東京 おいている譲治にとって、伊丹家 家庭 交わ は心が温かく解放される場であったに相違ない。ま 、岡山から『赤い鳥』への童話原稿を送る作品執筆の際に、自然のなかで伸び伸びと た子ども本来の姿を見出す貴重な場が、伊丹家 子どもたち 流であったといえる。そのまなざしが、童話「鯨」 内容にあふ ているといえよう。　
続いての昭和八年七月には、譲治が株主総会において島田製織所
の取締役を策謀により落とされるという事件が起こる。そのために譲治は心痛めながら即日上京し、その後生活のため 苦闘 なか再び貧困にあえぐ作家生活に入 の 。　
そうしたなかで、先に触れた昭和十年発表の「お化けの世界」と



































































































































まずは、 現在の「天満公会堂」の正面に 「頌德碑」 があり、 村人が伊
丹東慶を称えていたことが、 碑の裏面に次のように記されている。　　






























また、 その一年後の昭和十一年に発表された小説 「最後の総会」 （初
















三十八回）では、 伊丹東慶をモデルとする人物は「鵜飼 おじさん」とされる。これは、先の「バケツの中の鯨」で登場した「宇甘」という人名と同様に、 「宇甘」という音と同じ「鵜飼」という表記を使うこ で、譲治にとって の地域 想起させるものとなっているといえる。　
以上のように、譲治は、伊丹東慶をモデルとする人物 人名とし





















三十五歳）は、東京帝国大学医学部に入り医者を目指した。その受験時代から、譲治は叔父として慶人を東京の自宅に下宿させるなど世話をしている。理基男氏によると「在学中に陸軍の委託学生」（一六八頁）になったという慶人は、卒業して陸軍の軍医（中尉）になったということから、戦地に赴くこと なり、台湾で米空軍機爆撃によ て若くして戦死した（軍医中佐） 。なお、東慶の三男康人は、医者として大田の伊丹家を継いだ。　
譲治は、事実を踏まえた小説「姉」において、長男慶人（作中の






































































































構えた。その後、四代目の東慶の時代まで、医者の家として建物は診療所、 病棟等、 充実が図られた （ 〈写真６〉 および 「伊丹家図」 参照） 。東慶の昭和十四年の逝去に際して閉院したのちの伊丹家については、坪田理基男氏の著作によると、遺され 政野たち家族は生活に困窮するようになったため 政野は建物を売ることで辛うじて先祖からの土地を保とうとした。そのことを譲治は、小説「姉」で次のように記している。　　
 家をつぎつぎと売って、娘たちをお嫁にやり、そして末の男の子を学校へやりました。診察室、病室、母屋と年ごとに消えて行きました。家と言っても、建ってるままを売るのではありません。 土地は先祖から伝わ たものだから売ってはならないと、彼女は考えていたようです。 （中略）その頃、村の人が言いました。
　　

























で苦しむ患者さん 治療」を生み出し、またさらに継続する日々の信念ある医療活動につながって く点には、伊丹家において代々引き継がれてきた医療を必要とす 人々に対する使命感の継承が見出せ 。　
譲治は、 小説「姉」において、 仁朗氏の父である慶人の戦死を知っ



























に関わる一作品の童話と続く二作品の小説という三つの文学作品に対する譲治の思いの経緯について考えると、譲治にとって苦悩の人生のなかで伊丹家の人々と天満との深い交流からの癒しを得たことがかけがえのない力となり、伊丹家でのひとこまからの「鯨」で子どもと自然のいのちの漲る世界を童話で描いたこと 「お化けの世界」で大人の苦悩の現実世界を小説で描くこととを経て、 「風の中の子供」でそれら 両世界が融合する意義を見出し いえる。　
こうして譲治は、伊丹家から得た力を作品に投入していくこの時
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